
資料名 員数 法量　（㎝） 時代 作者 所蔵

複製 上杉
うえすぎ

本
ぼん

　洛中
らくちゅう

洛外
らくがい

図
ず

屏風
びょうぶ

六曲一双 各160.4×365.2 原本　永禄8年（1565） 狩野永徳 上杉博物館

国宝 上杉家文書 上杉博物館

　足利
あしかが

義昭
よしあき

書状
しょじょう

一通 20.0×48.2 （永禄8年・1565）8月5日 文929

国宝 上杉家文書 上杉博物館

　足利
あしかが

義昭
よしあき

書状
しょじょう

一通 20.2×50.9 （永禄9年・1566）3月10日 文930

国宝 上杉家文書　 上杉博物館

　足利
あしかが

義昭
よしあき

御
ご

内
ない

書
し ょ

一通 22.1×50.1 （天正4年・1576）8月13日 文1696

国宝 上杉家文書 上杉博物館

　真木
ま き

嶋
しま

昭光
あきみつ

・一色
いっしき

昭
あき

秀
ひで

連署
れんしょ

副
そえ

状
じょう

一通 17.6×48.1 （天正4年・1576）8月13日 文854

　2026年度の上杉文華館は「西からの手紙」と題して、国宝「上杉家文書」などを展示します。

　書状は一定の規則に則って書かれました。このような規則を書札礼
しょさつれい

といい、差出人と受取人の関係が反映されていました。それをまとめた書札礼書も作られました。そこ

には差出者の社会的地位に応じた規範が示されています。その適用は厳密であり、ゆえに実際の書状の書き方から両者の関係を知ることもできます。

　2023年度コレクション展および2025年度上杉文華館では戦国時代の上杉氏に主に東国の領主から送られた書状を、2025年度コレクション展では上杉謙信や景勝、その

家臣らが発給した書状について、書札礼や使用された料紙などについて検討し、展示しました。

　2026年度の上杉文華館では、戦国時代に京都やその周辺、中国地方など、越後より西の地域の大名や領主から長尾上杉氏に送られた書状を対象に、書札礼や使用された

紙などについて検討し、展示していきます。東国の領主や上杉氏との相違なども意識しながら、その特徴などを明らかにしていきます。

　第３回目は、室町幕府15代将軍足利義昭
よしあき

をとりあげ、料紙の使われ方や書き方を紹介します。

　義昭は12代将軍義晴
よしはる

の次男として、天文
てんぶん

6年（1537）に生まれました。同11年に興福寺一条院
こうふくじいちじょういん

に入室して覚慶
かくけい

と名乗り、永禄
えいろく

5年（1562）に一条院門跡
もんぜき

（住職）になり

ました。しかし、永禄8年5月、13代将軍であった兄義輝
よしてる

が暗殺されると、興福寺を脱出して将軍就任のための運動を繰り広げ、諸大名へ書状を送って合力を求めました。

　義昭は、永禄11年9月、織田信長の助力を得て、ついに将軍就任を果たしました。しかし、信長との対立によって天正
てんしょう

元年（1573）7月、京都を追われ、室町幕府は滅亡

しました。しかし、義昭は京都への復帰と、幕府再興の運動を続けていきます。

　永禄期の将軍就任、天正年間の幕府再興の運動において、上杉謙信は義顕から大きな期待を受けた一人であり、それに関する書状が「上杉家文書」に伝わっています。斐
ひ

紙
し

の横切紙
よこきりかみ

を用いたその文書は、僧侶から俗人へ、将軍の地位など、その立場に応じた書状の書き方（書札礼）がなされています。

　「国宝上杉本洛中洛外図屏風」は、現状に基づいて制作した2001年制作の複製Bを展示します。

上杉文華館  目録
　　　2026年5月28日（木）～6月23日（火）

西からの手紙③～室町幕府将軍（３）　足利義昭
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